
京都府では、府内の農林漁業者・食品事業者によるフードテック活用を促進するため、

令和５年度以降、京都スマートシティエキスポとの併催により京都フードテックエキス

ポを開催してまいりました。

その中で、展示規模の拡大を求める多くの意見が寄せられたこと、“フードテック”が

国家戦略分野に位置付けられたことを踏まえ、京都府として本分野の取組を一層推進す

るため、令和８年度は単独開催とすることとしました。

京都フードテックエキスポ2026の開催にあたり

主 催

京都フードテック協議会
京都府、京都市、（公財）関西文化学術研究都市推進機構、（公財）京都高度技術研究所、
（公財）京都産業２１、（地独）京都市産業技術研究所、（一社）京都知恵産業創造の森、
京都府中小企業団体中央会、（一社）京都府農業会議

京都フードテックエキスポ２０２６
～出展・協賛のご案内～

開 催 日

２０２６ .10/27 ・２８
（ 会 場 ） み や こ め っ せ

（火） （水）

京都フードテック基本構想

京都の食文化・食材・食品加工と、国内外の最先端技術を融合した「京都ならでは

のフードテック」の取り組みや国内外の先進事例を紹介し、農林水産業を含む食関連

産業の成長と新たなビジネス創出を促進するために開催します。

◼ 京野菜や宇治茶などの特色ある農林水産物

◼ 老舗企業が培ってきた食文化の知恵と技術

◼ 多くの大学や企業など最先端技術を持つ研

究機関が集積

◼ 国際的な認知度、観光ブランド

◼ 労働力不足への対応と生産性向上、気候変動への対応

◼ 高い栽培技術や職人の技などの伝統技術の継承

◼ 京都の食や食材の加工技術や世界に届ける保存・流通技術

◼ 未利用食材のアップサイクル（高付加価値化）

京都の強み 解決するべき課題

技術開発
情報交換

資金

新技術の周知

連携

京都フードテックエキスポ

出口戦略

開 催 目 的



イベント情報 内容

技術展示

セミナー・パネルディスカッション

ピッチイベント

交流・名刺交換会

名称 京都フードテックエキスポ２０２６

日時 令和８年１０月２７日(火)・２８日(水)

会場 みやこめっせ（京都市岡崎成勝寺町）

主催 京都フードテック協議会

産学公連携の出会いの場

農林水産業に関わる多様な人や技術が集い、新

しいアイデアや取組が生まれる交流の場です。

セミナーでの情報共有やピッチによる技術提案

を通じて、産学官の新たな連携を支援します。

食の川上から川下まで

農林水産業の生産から加工、流通・販売までの

関係者が集い、研究シーズと消費者ニーズを結

び、新商品・サービスの創出など社会実装を実

現を目指します。

◼京都フードテック研究連絡会議
（研究者のネットワーク）

会員数 190団体３３７名
◼京都食ビジネスPF（事業者のネットワーク）

会員数 ６５０事業者

今 年 の 特 徴

国内最大級フードテックネットワークと連携始動

フードテック分野のパイオニアであり、国内最大
級のフードテックイベント「SKS JAPAN」を主
催する株式会社UnlocXとの連携します。大企業
からスタートアップまで幅広い企業との連携実績
を有するSKS JAPANのネットワークを通じて、
多様な業界関係者の参加が期待されます。

海外との交流

今年は、フランス、スペイン、スロベニアから
農林水産業分野の研究者が来場予定となってお
り、意見交換する機会となります。当日はトー
クセッションも実施し、各国の最新の研究動向
や現場の取組について紹介を行います。日本国
内にとどまらず、海外との交流や連携の可能性
を広げる場として、より一層充実した内容とな
ります。
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参加者内訳
１ 所属内訳 ２ 業種内訳

京 都 フ ー ド テ ッ ク エ キ ス ポ の 特 徴

開 催 概 要
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ご協賛プランのご案内

３，００0,０００円

１，０００，０００円 ５０0,０００円 ３０0,０００円

〈ご協賛料金〉 〈ご協賛料金〉 〈ご協賛料金〉

〈ご協賛料金〉

◼ ロゴ 大サイズ

◼ セミナー（３０分）

◼ 小間 ３枠

◼ 交流会(＊１)への招待４名

◼ ロゴ 中サイズ

◼ セミナー（１５分）

◼ 小間 ２枠

◼ 交流会(＊１)への招待３名

◼ ロゴ 小サイズ

◼ 小間 １枠

◼ 交流会(＊１)への招待２名

◼ロゴ 特大サイズ
◼基調講演（４５分）
◼小間 ４枠
◼交流会(＊１)への招待 ６名

プラチナ

ゴールド シルバー ブロンズ

ご 協 賛 の メ リ ッ ト

長い歴史が培ってきた京都の農林

水産業や食関連産業の未来に関わ

り、生産者や料理人など食に関わ

る中核的な人材とつながりができ

ます。

京都の食産業への参画 ダイレクトリーチ 認知向上

農林水産業を含む食関連事業者、

研究機関、行政など、共創・連携

につながる来場者・出展者と直接

つながることができます。

チラシ、公式サイト、会場内サイ

ン等での企業名掲載を通じ、「京

都× 食× イノベーション」を担

う企業としての存在感を発信でき

ます。

◼ ネットワーク構築 ◼ 経営層へのアプローチ

◼ 新技術保有企業との接点確保

◼ 認知度向上

〈ご協賛企業様の声〉

＊１ 開催1日目の展示会終了後に、出展者による交流会を企画しております。情報交換・交流の場として、ぜひご参加ください。

〈ご協賛企業様による講演の様子〉

フードテック業界とは異なる分野でしたが、自社の技術

や取り組みがフードテック分野にも関与し得ることを来

場者に周知する良いきっかけとなった。

新事業を発表する時期でもあり、良い周知の機会と

なった。

〈京都フードテックエキスポ2025のロゴ掲載の様子〉

＊プラン内容については、各社様のご要望に応じて柔軟にご提案させていただきます。



出 展 プ ラ ン の ご 案 内

出展料

1３0,000円
４0,000円スタートアップ企業等

◼社名板 1ヶ所
◼交流会への招待（１名）
◼アームスポット（2灯）
◼電気幹コンセント 1ヶ（2口）
◼線工事・使用量（500Wまで)

約2.5m

ス ケ ジ ュ ー ル

京都府農林水産部 流通・ブランド戦略課 フードテック・研究推進係
TEL：075－414－4969 メール：ryutsu-brand@pref.kyoto.lg.jpお問い合わせ先

８月中旬

協賛・出展
申込締切

９月下旬

協賛・出展
料払込期日

10月２６日
～

１０月２７日

搬入・装飾

10月２８日

撤去・搬出開 催 日

10月２７日
～

１０月２８日

８月下旬

出 展 者
説 明 会

搬入・搬出、防火・防災、諸工事、その他注意事項、出展要項・規定及び届出、
オプションの申込等の出展に関する詳細説明会をオンラインにて開催します。

※日時及びURLは、後日ご案内します。

※上記の設備については、変更となる可能性があります。

（ ）

１ブースにつき

・京都の伝統食品、食文化

・高機能性食品、代替食品、新規食品

・冷凍、粉砕、３Dプリンター等最先端加工技術 ほか

京都ならではフードテック 展示例

・スマート農業

・環境負荷低減技術、持続可能な農業技術

・未利用資材を活用した資材  

出展団体様には、

５分程度のPR時間を提供します。

プ レ 登 録

ご協賛・ご展示いただける企業・団体様はプレ登録または事務局（流通・ブランド戦略課宛）に
ご連絡お願します。申込専用ホームページを開設（２０２６年７月頃）次第、事務局より御案内いたします。
ご質問があれば、お気軽にお問合せください。
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